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21.深谷赤十字病院における硬膜外麻酔 410例の
経験
深谷日赤病院外科柴崎 昆
過去  3年聞に硬膜外麻酔 410例を経験したので報
告する。年令は 5~80 才に及び広い適応がある。こ
の方法は上胸部手術，肩肝部手術等上部手術に応用
出来，且つ長時間の手術K用いる事が出来る。合併
症としては，血圧下降も少し術後の頭痛，排尿困
難等脊麻に比し頻度も少い。全例中薬剤の中毒作
用と思われる痘撃をおこしたもの 3例を経験したが
いずれも直ちに回復し，重篤な合併症をおこしたも
のは 1例もなかった。叉本法は高令者を含めた
Poor-Riskの患者に対しても安全に行う事が出来
た。
以上 410例の経験より本法は麻酔管理も簡単であ
り，より安全で，且つ頚部以下いずれの部分に於い
ても無痛を期待出来ると云う全麻に次いで広い適応
をもった麻酔法であると云う事が出来よう。 
22.硬膜外麻酔の臨床的応用
東京逓信病院外科桑原 稔
硬膜外麻酔の最も特長を発揮しうるのは，何とい
つでも硬膜外腔にポリエチレンカテーテルを留置し
て，そこから必要な時11:，必要な量の局麻剤を注入
できる点である。 ζの方法を利用して，いろいろな
局麻剤をくみあわせ，濃度を加減する乙と Kよって
まず術後の鎮痛法に使用できる。私は現在 6%P. 
V.P溶液に 0.4%のわり iζポントカイン， 0.1%の
わりにぺルカミンを溶かし， これに 
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リンを添加して好結果をえている。
また持続法で無痛分現法を行うことが出来，場合
によってはこれによって却って分続時聞を短縮出来
る。
更に交感神経をブロックする点を利用して血管系
疾患(静脈血栓症，閉塞性動脈炎，特発性脱痘)の 
治療，交感神経節切除術の可否を診断するととも出
来る。
急性醇炎の急激な疹痛を除去するために，持続法
をその他の治療法と併用して効果をあげたものもあ
る。 
23.最近経験した興味ある 2症例
(1)メツケル氏憩室が主因と考えられる絞把
性軸転性イレウスの 1例
(2)はじめ乳腺膿痩と誤られた乳腺細網肉腫
の 1例
日立製作所水戸病院外科 
桜井実，  0雁部敬
(症例 1) 20才，男子。軸転性イレウスの診断に
て，発症後 22時間自民開腹。先天的に，長さ 7cm
のメツケル氏憩室を有し，憩室を含んで回腸末端ま
でに 1m及ぶ壊死を認めた。その原因は憩室の中央
附近から発し，後腹壁方向 K向う索条が，小腸間膜
を絞拓して，乙の絞拒部が支点、となって， 2400の軸
転を起した為と考えられた。壊死腸管を切除して，
全治した。メツケル氏憩室と索条との関係を検討し
たが， ζの症例では索条の由来は明らかに為し得な
かった。 
(症例 2) 27才，未婚の女子。以前右乳房の小腫
癌の摘出を受け，その癒痕部氏腫脹・発赤・激痛を
発し，化膿性乳腺炎の診断にて切開し，多量の排膿
をみた。 9日日頃から，切開創11:，肉芽様組織の急
速かつ異常な増殖が起って皮膚面から膨隆し， 20日
自には手拳倍大以上の出血性，弾性硬の巨大な腫癌
に発達した。組織学的には，比較的稀な，乳腺の細
網肉腫であった。全摘除・服宮廓清を施行し，更に
抗腫揚物質の投与を続け，術後 2ヵ月の現在，再発
の徴は認めない。
24.気管内異物の 1例
岩瀬町国保病院 
0三宅和夫，宇佐美勉
術前X線検査にては異物の確認の出来なかった満 
1年 7カ月の幼児の気管内異物(夏ミカンの種子〉
応対して，開胸，気管支切聞による摘出手術により
全治せしめた I例を報告し，あわせて文献的考察を
行った。 
25.交通頭部外傷 990例とその手術の反省
路名外科姥名寿家夫
最近 6カ年聞に取扱った新鮮交通頭部外傷は 990
例で，年々増加の一途をたどっている。手術例は 21
例であって急性硬膜外血腫は 3例共救命。 1例は死
亡している。之は剖検によって急性硬膜下血腫を合
併していた。急性硬膜下血腫は 4例死亡している
が，之は同時児童篤な脳挫傷を伴ったためである。
もとより頭部外傷の大部分は保存的療法で治癒する
ものであるから徒らな手術の乱用は慎むべきではあ
るが，一方叉保存的療法にのみ終始して慢然と死を 
待つような事は外科医として反省せねばならない。
急性硬膜外血腫は手術せねば必ず死亡するものであ
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るから寸分を争って診断の上開頭救命すべきであ
り，之がため一般外科医も欝陪する事なく試験穿頭
を行うべきである。急性硬膜下血腫は種々困難もあ 
るが出来得れば専門外科医と協力し 1人でも多く救
命すべきである。 
26.最近  5年間における骨折患者について
伊東市佐藤病院  0田口一美
昭和 32年 1月より昭和 36年 11月 15日迄の当院 
の診療を受けた骨折患者について報告する。
肋骨骨折陀ついては大部分は臨床的診断によって 
居り，之は除外し私は「レ」線写真で明瞭に骨折と診
断し得た症例 312例に付き観察した。 
1) 月別にみると 1，2月， 5，6，7月及び 10月に
比較的多く認められる。 
2) 年令別にみて記載の明らかな 281例につき 6
才から 40才迄の患者が多く， 6~20 才の者が全体の
40%を占め， 21 才 ~50 才は約 33% をしめて居る。
最高は 88才，最低は 7カ月である。
3) 男女の比は 2.9:1で，男子に多い。
4) 310例について，頭部  4%，鎖骨  10.9，上腕
7.7，前腕 27.7，手 2.5，脊椎 5ム大腿  7.7，膝蓋骨 2，
下腿  21ム足  7，管節  0.3，肩肝骨 1%であり，矢張
り四肢骨が多く，殊に前腕，下腿が多い。
5) 大部分は保存的治療により，観血的療法を行
ったものは 312例中 38例であり，失敗例は仮関節
1例，遷延治癒  3例，破傷風による死亡  1例であ
り，何れも開放性骨折であり，近時交通事故による 
外傷等漸増し，開放性骨折K対して慎重積極的な治
療を必要と考える。
27.超低体温法の研究
第 1外科
島村欣一，樋口道雄，今井利和，
宮内好正，  0山野元，相楽恒俊，
岩瀬亀夫，中村常太郎，野口照義，
吉田 豊，松本博雄，太田幸吉
最近われわれは岡村等の超低体温法の非常に優秀
な成績に注目し，実験をおこなって来たが，ここに
その一部を報告した。実験方法は実験犬を 3群に分
け，第 1群はエーテル麻酔のみにて，第 2，3群はこ
れにパカター jレ，硫酸アトロピン等の自律神経遮断
剤を使用，さらに第 3群は血流遮断時心停止剤を使
用したものである。いずれも全身氷水浸漬法で直腸 
楓 200C前後まで冷却，第 2，3群は全例血流遮断及
び心切開を施行した。結果は第 1群では冷却，加温
過程とくに加温時に心細動の発生するもの多し第
2，3群では冷却時全くとれを認めず，加温時も自然
拍動出現後は殆んどこれをみない。なお，第 2，3群
では全例lと心蘇生l乙成功をみたが，第 3群は第  2群
に比し，蘇生は極めて早く順調である。以上自律神
経遮断剤の使用は非常に有効であり，心停止剤の使
用は極めて有利である事をのべたが，心停止剤，ま
7こ心停止の方法等比関してはなお今後に研究の余地
ありと考える。
28.当教室に於ける人工腎臓の使用経験
第 1外科
石黒義彦，  0平林健六，樋口道雄，
中村常太郎，野口照義，吉田 豊，
田口 勝，藤井武夫，原沢寿三男，
原久 弥，阿部幸一，田那村保  
我々は昨年来人工腎臓の研究を行い，基礎実験で
能率及び安全性を確め，臨床例 5例を経験した。症 
例 1は骨盤骨折に無尿を伴ったもので，受傷後 4日 
自に透析を行い意識の快復をみたが，無尿は持続し 
諸検査で再悪化がみられた為， 2回目の透析を行い
血液化学的所見の好転をみた。症例 2は悪性腎硬化
症による尿毒症，症例 3は外妊手術中心停止を来  
し，心マッサージで快復したが，術後黄痘及び無尿
を起したもので， 4日自民透析を行ったが，いずれ 
も検査成績上僅かの好転をみたのみであった。症例
4は胃癌胃切除後，急性肺炎，乏尿となり 6日自に
透析した。以上 4例は透析の効果はあったが，原疾
患，装用時期の不適などの為不幸な転帰をとった。 
症例  5は閉塞性黄症で無尿持続，透析後 2日目より
多量の排尿をみ，血液化学的所見でも改善著明で，
以後経過良好で退院した。
少い経験ではあるが，人工腎の能率，安全性を確
め，適応，装用時期等を検討した。 
29.流血中の癌細胞
第 1外科
奥井勝二，庵原昭一，山崎 武， 
O山口 豊，会美知明，西川義明，
岩崎 勇，千野宗之進
一昨年以来，菩々の考按した P.U.P.法にて，流
血中癌細胞の検索を非癌対照例 36例を含む癌患者
191例に行った。癌細胞検出率では，腫蕩領域静脈
血は前肘静脈血より高率。疾患別では，肺癌が門脈
